
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

湯前町【熊本県】

■策定年月：平成30年3月■人口：3,977人■面積：48㎢
■担当課：湯前町教育委員会（平成30年3月現在）

湯前町は、歴史的価値の高い建造物が多く現存し、歴史と伝統を反映した活動も今なお地域に息づく、歴
史文化遺産の豊富な町である。この歴史文化遺産を長期的かつ計画的に保存・活用し、魅力溢れるまちづ
くりに帰するため、関連する歴史文化遺産と周辺環境を一体的に保護していくための総合的、体系的な方
針や方向性を明らかにした「湯前町歴史文化基本構想」を策定した。

相良700年の歴史、三十三観音巡り
幸野溝と球磨焼酎、集落の文化、那須良輔とまんが

・歴史文化遺産の保全・保護・継承
・歴史文化遺産を活用したまちづくり
の推進

・歴史文化遺産のデジタルアーカイブ
化とデータベース化

・保全・活用を支える組織や地域人材
の育成

歴史文化遺産の継承者育成

庁内に町制推進プロジェクトチーム（歴史まちづ
くり）を設置し、各事業担当課と庁内の横断的な
連携を図りつつ、保存・活用等の事業について計
画内容の進行状況や関連事業の協議を行うととも
に文化財保護委員会等とも連携をする。

行政内部の横断的推進体制の確
立

歴史文化遺産の保存・維持管理 デジタルアーカイブ化とデータ
ベース化

人口減少と高齢化の進行により存続が危惧される
無形民俗文化財を映像等に記録・保存し、地域の
歴史文化の伝承と情報発信を推進するとともに、
生涯学習や小中学生の総合学習等において利用す
ることで、広く住民に郷土の歴史・文化・芸能等
に関する学習機会を提供している。

歴史文化遺産に関する情報が入手できる環境を整
備することは、今後の歴史文化遺産の保存・活用
にとって不可欠な条件といえる。
町民共有の財産として歴史文化遺産のデジタル
アーカイブ化を進め、データベース化を構築し、
情報発信基盤を強化する。

適切な保存管理や活用が図られるよう、建造物や
史跡ごとに保存活用計画の策定を進め、計画的に
修理整備などを推進する。
適切な維持管理と点検を行うことで損傷の早期発
見に努め、所有者等の意識向上のため適切な助言
を行う。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

歴史文化遺産を総合的に保存・活用する
ため、ストーリー性を有した地域の歴史
や文化を語る重要な地域の資産として、
関連文化財群「湯前遺産」を設定する。
歴史・集落文化・近代化をキーワードに、
具体的なストーリーを持たせる大枠の
キーワードの中にテーマを設定して整理
している。

❶歴史文化を彩る歴史文化遺産とまちなみ

❷三十三観音巡りにみる歴史文化遺産と
風習

❸産業を支える幸野溝と球磨焼酎

❹近代化の窓口としてのくま川鉄道とまち
なみ

❺那須良輔とまんがのまちづくり

❻集落に息づく伝統文化

町民の意識啓発のため、
学習機会の創出、日常的
に歴史文化遺産に触れる
機会が拡大する。学校教
育における歴史文化学習
時間数の増加や生涯学習
等への住民参加の増加が
見込まれる。また、地域
伝統芸能の保存活動にも
若年層が関心を高めるこ
とが見込まれる。
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庁内各々の部局が実施し
ていた歴史文化遺産に関
する事業を、町制推進プ
ロジェクトチームを設置
して横断的に行うことに
より、各事業担当課の連
携・情報共有が進められ、
全庁的に事業が進められ
る。

歴史文化遺産の保存活用
計画の策定を進め、計画
に基づき修理・整備を実
施し、防災・防犯対策を
実施することで、適正な
保存管理が図られる。ま
た、住民が維持管理に関
わることで、歴史文化遺
産への認識・理解が深ま
り、保存活用への取り組
みに対し参画・協働して
いく意欲が醸成される。


